
資料２ 
第２次地域福祉計画・地域福祉活動計画の 

進捗状況 
社会福祉協議会の取組み 

【令和３年度の取組状況】 
【令和４年度の事業予定】 



基本目標１　いきいきと自分らしく暮らすことができる地域づくり

（１）福祉教育（学習）を充実し、一人ひとりの意識を高めます

①地域での福祉教育の実施 １

②福祉教育の推進・学校との連携の強化 ２

③介護予防事業の推進 ３

④あんしんカード設置事業の推進 ４

⑤社協の出前講座の実施 ５

⑥地域福祉活動を支える人材育成や意識啓発の場づくり推進 ６

（２）ボランティア活動などの地域福祉活動を活発にします

①ボランティアセンターの事業推進、機能強化 ７

②ボランティア養成講座の開催 ８

③ボランティア活動への支援、協力、助成 ９

④ボランティア人材の育成 １０

⑤NPOとの協働 １１

⑥ボランティアをPRするイベントの開催 １２

基本目標２　お互い様の気持ちで支え合う地域づくり

（１）ふれあいと交流を大切にする場づくりを推進します

①ふれあい・いきいきサロンの拡充・小地域福祉活動の推進 １３

②イベント用備品貸出事業の実施 １４

③イベントへの参画 １５

④婚活支援事業の実施 １６

⑤社会参加・交流の場づくり １７

（２）災害時の備えや孤立を防止するための地域の見守り体制を強化します

①福祉委員の配置・推進 １８

②地区あったか会議の設置・活動支援 １９

③災害ボランティアセンターの体制づくり ２０

④災害時要援護者への関わりやマップ作りへの支援等 ２１

基本目標３　みんなで暮らせるまちづくり

（１）高齢者や障がい者、子育て世代の地域生活を支援します

①相互理解を深める事業の推進 ２２

②住民参加型のサービスの実施 ２３

③くき元気サービスの拡充 ２４

④在宅福祉事業の推進 ２５

⑤障がい者施設の運営 ２６

⑥制度に基づく在宅福祉サービスの提供 ２７

⑦福祉用具の貸出 ２８

目　　　次



（２）孤立しがちな生活困窮者の自立を支援します

①低所得者等への貸金の貸付 ２９

②生活困窮者自立支援事業の実施 ３０

③歳末たすけあい募金運動の実施 ３１

④関係機関との連携 ３２

⑤総合相談・相談支援体制の充実 ３３

（３）地域包括ケアのネットワークづくりを推進します

①コミュニティソーシャルワーカーの配置 ３４

②地域住民や各関係機関との連携・協働・強化 ３５

③分野を超えた相談体制づくり ３６

④地域包括支援センターの運営 ３７

⑤社協・生活支援活動強化方針の推進 ３８

⑥各種審議会・協議会等への参加 ３９

⑦福祉関係団体等との交流 ４０

⑧地域福祉ニーズ調査・研究 ４１

基本目標４　サービスを利用しやすい環境づくり

（１）わかりやすく行き届くように情報を提供します

①福祉サービスや福祉団体に対する情報の積極的な提供 ４２

②市民にわかりやすい福祉情報の提供 ４３

③社協の出前講座の実施（再掲） ４４

④関係情報の収集・提供 ４５

（２）信頼される相談しやすい体制を整えます

①総合相談の実施 ４６

②福祉なんでも相談の実施 ４７

③相談援助技術の向上 ４８

④福祉サービスを支える人材の確保・育成 ４９

⑤出前相談の拡充 ５０

⑥専門職との連携会議の開催 ５１

（３）権利擁護体制を充実します

①市民後見人養成講座の実施及び法人後見業務の運営 ５２

②福祉サービス利用援助事業の実施 ５３

③権利擁護に関する広報活動の充実 ５４

④福祉サービスに対する苦情・相談の窓口設置 ５５

⑤虐待防止及び養護者支援 ５６

別表１　　　基本目標１（２）－②ボランティア養成講座の開催 ５７

別表２　　　基本目標３（３）－⑥各種審議会・協議会等への参加 ５８



基本目標１　いきいきと自分らしく暮らすことができる地域づくり

（１）福祉教育（学習）を充実し、一人ひとりの意識を高めます

主な取り組み

内 容

主な担当課

【事業内容】

令和４年度
事業予定

※問題点・課題・
今後の対応

※問題点や課題がある場合にはご記入ください。

■順調に進んでいる
□概ね順調に進んでいるが一部に不十分な点や改善すべき点がある
□実施されているが不十分な点が多い
□事業内容や実施方法など見直しが必要
□未実施

　継続実施

①地域での福祉教育の実施

　子どもから大人まで福祉に対する理解と関心を高め、地域支え合いの意識の向上を図るため、社
協の出前講座や地域の介護力を高める講座を開催します。
　また、障がいについての理解を深め、誰もが暮らしやすい地域づくりを進めるため、障がいにつ
いて学ぶ学習会を開催します。

令和３年度
実施事業

　さまざまな内容の「社協の出前講座」の開催と、「障がいについて学ぶ学習会」を実施しまし
た。

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、久喜市より事業委託がなく介護力アップ講座は中止と
なりました。出前講座の依頼も減少しましたが、感染対策を行いながら学校や地域で実施しまし
た。障がいについて学ぶ学習会では、動画配信により啓発に努めることができました。

【成果】

【実績値】

①社協の出前講座　87回　内容：認知症サポーター養成講座、社協事業紹介、健康講座、福祉教育
等
②障がいについて学ぶ学習会 （1）「障がい者就労支援について」 （2）「障がいのある方を応援
する久喜市のボランティア団体紹介」（3）「令和3年度ボランティア講座について」　5/12～6/4
動画配信 視聴回数（1）61回 （2）延べ162回（3）15回

進捗状況

【上記項目の評価理由】
可能な対策を行い講座等を実施し、一定の効果はあげられたと考えられるため

　継続実施

様式１

1



基本目標１　いきいきと自分らしく暮らすことができる地域づくり

（１）福祉教育（学習）を充実し、一人ひとりの意識を高めます

主な取り組み

内 容

主な担当課

【事業内容】

令和４年度
事業予定

※問題点・課題・
今後の対応

※問題点や課題がある場合にはご記入ください。

□順調に進んでいる
■概ね順調に進んでいるが一部に不十分な点や改善すべき点がある
□実施されているが不十分な点が多い
□事業内容や実施方法など見直しが必要
□未実施

②福祉教育の推進・学校との連携の強化

　子どもの頃から福祉に対する理解と関心を高め、ボランティア活動や地域社会とのつながりの意
識を育むことができるよう、福祉教育の推進を図ります。また、福祉を推進するための活動費の助
成を行うことによって学校との連携を強化します。

令和３年度
実施事業

　住民が地域福祉に関心を寄せ、誰もが住みやすい地域づくりを目指して活動できるよう、関係団
体等と連携して啓発に努めました。市内の全小中学校（33校）や地域等へ出前講座のPRを行い、福
祉体験学習等の実施機会と福祉教育の推進を図りました。

【成果】

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、学校からの福祉体験学習等の依頼は減少しました
が、感染対策を行いながら可能な内容で実施し、福祉教育の推進に努めました。特に新しい課題で
あるヤングケアラー支援について、校長会や教頭会で機会をいただき、現状説明と連携強化を図り
ました。

　継続実施

①福祉体験学習等の実施　小・中学校・特別支援学校　19校　内容：車いす体験・点字体験・アイ
マスク体験・手話体験・認知症サポーター養成講座・障がい者講話・ユニバーサルデザイン体験・
福祉講話・疑似体験・ヤングケアラー講話
②福祉協力校へ助成金交付　小学校20校、中学校10校、高校2校　計32校　助成金額1,377,835円
③ヤングケアラー支援について校長会（1/7)、教頭会(1/12)で説明

進捗状況

【上記項目の評価理由】
福祉体験学習等について、引続き未実施の学校への積極的な働きかけが必要と考えられるため

　継続実施
　市内全小中学校、高校での福祉教育の実施を推進していきます。

【実績値】

様式１
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基本目標１　いきいきと自分らしく暮らすことができる地域づくり

（１）福祉教育（学習）を充実し、一人ひとりの意識を高めます

主な取り組み

内 容

主な担当課

【事業内容】

令和４年度
事業予定

※問題点・課題・
今後の対応

※問題点や課題がある場合にはご記入ください。

【上記項目の評価理由】
動画配信等、可能な内容で実施できているため

進捗状況

■順調に進んでいる
□概ね順調に進んでいるが一部に不十分な点や改善すべき点がある
□実施されているが不十分な点が多い
□事業内容や実施方法など見直しが必要
□未実施

③介護予防事業の推進

　介護予防教室の定期開催や、社協の出前講座により転倒予防体操や健康講座を実施します。

令和３年度
実施事業

　介護予防教室や地域に出向いた健康講座の実施、介護予防教室サポーター育成のための講座を開
催し、高齢者の健康、生きがいづくりや介護予防の推進を図りました。

【成果】

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、介護予防教室やサポーター育成講座の開催は中止し
出前講座の依頼も減少しましたが、動画配信を行うことで普及啓発を行うことができました。

　継続実施

①社協の出前講座における介護予防体操や健康講座　48回　YouTube“くき社協ちゃんねる” での
介護予防（体操・脳トレーニング）の動画配信2本
②介護予防教室サポーター養成講座　動画配信4本

　継続実施

【実績値】

様式１

3



基本目標１　いきいきと自分らしく暮らすことができる地域づくり

（１）福祉教育（学習）を充実し、一人ひとりの意識を高めます

主な取り組み

内 容

主な担当課

【事業内容】

令和４年度
事業予定

※問題点・課題・
今後の対応

※問題点や課題がある場合にはご記入ください。

■順調に進んでいる
□概ね順調に進んでいるが一部に不十分な点や改善すべき点がある
□実施されているが不十分な点が多い
□事業内容や実施方法など見直しが必要
□未実施

④あんしんカード設置事業の推進

　災害や体調の変化等により緊急事態が発生し、救急出動を依頼する場合に備えて、あんしんカー
ドまたはあんしんカード携帯版を配布し、日常生活上の安全確保を図れるよう支援します。

令和３年度
実施事業

　様々な機会をとらえて周知に努め、同時に市の防災カードとして位置づけられていることや、更
新の必要性を周知しました。6月及び7月を「あんしんカード更新月間」とし、社協だより等で周知
しました。

【成果】

　民生委員の声かけを中心に配布がすすみ、住民自身の危機意識を高め、安心して暮らすための
「自助」の取り組みを広めることができました。地域での集まりや社協だよりでも周知を図ってい
ます。

　継続実施

あんしんカード配布数813枚、携帯版571枚（平成21年からの累積配布数　28,632枚、携帯版14,756
枚）

進捗状況

【上記項目の評価理由】
累積配付目標数に近づいているため。（あんしんカード累積目標29,000部　携帯版16,000部）

　継続実施

【実績値】

様式１
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基本目標１　いきいきと自分らしく暮らすことができる地域づくり

（１）福祉教育（学習）を充実し、一人ひとりの意識を高めます

主な取り組み

内　　　容

主な担当課

【事業内容】

令和４年度
事業予定

※問題点・課題・
今後の対応

※問題点や課題がある場合にはご記入ください。

　■順調に進んでいる
　□概ね順調に進んでいるが一部に不十分な点や改善すべき点がある
　□実施されているが不十分な点が多い
　□事業内容や実施方法など見直しが必要
　□未実施

⑤社協の出前講座の実施

　市民のニーズに合わせ、社協職員が集会所等に出向き、社協事業の説明や技能を活用した講座を
実施します。

令和３年度
実施事業

　社協の出前講座として、地域や学校からの要望に応じた講義や実技を行いました。

【成果】

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、地域や学校からの依頼は減少しましたが、感染対策
を行い内容等を検討しながら実施し、社協や社協事業のPRができました。特に災害時に活用できる
ような福祉教育への期待や依頼が増えています。

　継続実施

87回実施
内容：健康講座、福祉教育、認知症サポーター養成講座、社協の事業紹介等

進捗状況

【上記項目の評価理由】
依頼に対して感染対策を行いながら実施できたため

　継続実施

【実績値】

様式１
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基本目標１　いきいきと自分らしく暮らすことができる地域づくり

（１）福祉教育（学習）を充実し、一人ひとりの意識を高めます

主な取り組み

内　　　容

主な担当課

【事業内容】

令和４年度
事業予定

※問題点・課題・
今後の対応

※問題点や課題がある場合にはご記入ください。

進捗状況
【上記項目の評価理由】
実施状況から、福祉への理解促進と担い手養成、関係機関との連携が図れたと考えられるため

　■順調に進んでいる
　□概ね順調に進んでいるが一部に不十分な点や改善すべき点がある
　□実施されているが不十分な点が多い
　□事業内容や実施方法など見直しが必要
　□未実施

⑥地域福祉活動を支える人材育成や意識啓発の場づくりの推進

　関係機関・団体等と連携し、地域福祉の担い手となる人材を育成するほか、福祉への理解者を増
やす機会をつくります。

①社協の出前講座　87回実施
②共生支援事業（障がいについて学ぶ学習会）　動画配信
③はじめてのボランティア講座　参加者19人　後日動画配信
④くき元気サービス　新規協力会員登録者7人　11/29事業説明会　参加者43人

令和３年度
実施事業

　福祉への理解を広めるために「社協の出前講座」や「はじめてのボランティア講座」などで課題
提起や現状説明などを行うとともに、動画配信等を積極的に活用しました。また、くき元気サービ
スの周知と新規協力会員募集のため、関係機関と協働して事業説明会を開催しました。

【成果】

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、感染対策を行い講座を実施しました。また、動画配
信を積極的に活用し、関係団体に協力いただきながら、啓発や体験の機会をつくりました。出前講
座では、住民の方の依頼に応じて実施し、地域課題の把握の機会や関係団体との連携の場となって
います。そして、地域福祉の担い手育成として、シルバー人材センターやファミリー・サポート・
センターと協働して事業説明会を開催し、くき元気サービスの協力会員増加に至りました。

　継続実施

　継続実施

【実績値】

様式１
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基本目標１　いきいきと自分らしく暮らすことができる地域づくり

（２）ボランティア活動などの地域福祉活動を活発にします

主な取り組み

内　　　容

主な担当課

【事業内容】

令和４年度
事業予定

※問題点・課題・
今後の対応

※問題点や課題がある場合にはご記入ください。

　■順調に進んでいる
　□概ね順調に進んでいるが一部に不十分な点や改善すべき点がある
　□実施されているが不十分な点が多い
　□事業内容や実施方法など見直しが必要
　□未実施

①ボランティアセンターの事業推進、機能強化

　ボランティアに関する相談・派遣調整、ニーズを把握します。また、ボランティア活動に対する
理解と関心を深める広報や情報発信をします。ボランティア活動者の育成も図っていきます。

令和３年度
実施事業

　ボランティア体験プログラム事業や各種ボランティア講座を実施しました。また、登録ボラン
ティア（個人・団体）に対しボランティア情報を発信するとともに、くき社協だよりや社協ホーム
ページへ関連記事を掲載しました。社協情報配信サービスの登録者にも、ボランティア関連事業の
情報を提供しました。

【成果】

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、ボランティア体験プログラム事業は対象を高校生以
上として実施しました。情報配信サービスやホームページによる広報を実施し、コロナ禍の中でも
継続されているボランティア活動や活動への理解を促進する機会を作ることができました。

　継続実施

①ボランティア体験プログラム事業　高校生以上対象　7メニュー　参加者106人
②傾聴ボランティア養成講座　参加者18人　はじめてのボランティア講座　参加者19人 障がいに
ついて学ぶ学習会　動画配信
③登録ボランティア（個人・団体）に対しボランティア講座等の情報を発信
情報提供　助成金関連17件　講座関連19件
④社協情報配信サービス　登録者数226人

進捗状況
【上記項目の評価理由】
コロナ禍の中でも可能な内容で実施したため

　継続実施

【実績値】

様式１
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基本目標１　いきいきと自分らしく暮らすことができる地域づくり

（２）ボランティア活動などの地域福祉活動を活発にします

主な取り組み

内　　　容

主な担当課

【事業内容】

令和４年度
事業予定

※問題点・課題・
今後の対応

※問題点や課題がある場合にはご記入ください。

　■順調に進んでいる
　□概ね順調に進んでいるが一部に不十分な点や改善すべき点がある
　□実施されているが不十分な点が多い
　□事業内容や実施方法など見直しが必要
　□未実施

②ボランティア養成講座の開催

　新たなボランティアを発掘・育成するため、ボランティア養成講座や、シニア層の活躍につなが
るようなボランティア講座を開催します。
（主な講座）
　点訳ボランティア養成講座・ガイドヘルプボランティア養成講座・音訳ボランティア養成講座・
手話奉仕員養成講座・傾聴ボランティア養成講座・はじめてのボランティア講座・ボランティア体
験プログラム事業等

令和３年度
実施事業

　各種講座を開催し、新たなボランティアの育成を図りました。

【成果】

　ボランティア養成講座修了後、ボランティアグループへの入会や、個人登録ボランティアとして
の具体的な活動に結びつくよう、講座内容を工夫し働きかけを行いました。また、各ボランティア
養成講座を通じて、技術習得や意識啓発、仲間づくりにつながることを目指しました。

　継続実施

進捗状況
【上記項目の評価理由】
講座の開催により、新たなボランティアの育成を図っているため

（※別表１参照）

　継続実施

【実績値】

様式１
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基本目標１　いきいきと自分らしく暮らすことができる地域づくり

（２）ボランティア活動などの地域福祉活動を活発にします

主な取り組み

内　　　容

主な担当課

【事業内容】

令和４年度
事業予定

※問題点・課題・
今後の対応

※問題点や課題がある場合にはご記入ください。

　■順調に進んでいる
　□概ね順調に進んでいるが一部に不十分な点や改善すべき点がある
　□実施されているが不十分な点が多い
　□事業内容や実施方法など見直しが必要
　□未実施

③ボランティア活動への支援、協力、助成

　個人や団体が安心してボランティア活動を継続できるよう相談、支援及び活動費等の助成を行い
ます。

令和３年度
実施事業

　登録ボランティア（個人・団体）にボランティア活動保険の掛金を助成しました。また、登録ボ
ランティア団体と久喜市ボランティア団体協議会に活動費を助成しました。

【成果】

　ボランティア保険の加入により、安心して活動を継続できる体制を築きました。コロナ禍の中で
も活動費を助成することにより、ボランティア団体の活動継続に努めましたが、ボランティア活動
保険助成人数や助成金交付団体数は減少しています。

　継続実施

進捗状況
【上記項目の評価理由】
助成によりボランティア活動の継続支援が図られていると考えるため

①ボランティア活動保険掛金助成　966人
②登録ボランティア団体　活動助成金交付数　32団体、助成金額1,304,074円
久喜市ボランティア団体協議会　助成金額110,982円

　継続実施

【実績値】

様式１
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基本目標１　いきいきと自分らしく暮らすことができる地域づくり

（２）ボランティア活動などの地域福祉活動を活発にします

主な取り組み

内　　　容

主な担当課

【事業内容】

令和４年度
事業予定

※問題点・課題・
今後の対応

※問題点や課題がある場合にはご記入ください。

　■順調に進んでいる
　□概ね順調に進んでいるが一部に不十分な点や改善すべき点がある
　□実施されているが不十分な点が多い
　□事業内容や実施方法など見直しが必要
　□未実施

④ボランティア人材の育成

　情報交換の場として、ボランティア団体等の代表者会議やボランティア懇談会を開催し、活動を
推進するとともにボランティア人材の育成を図ります。

令和３年度
実施事業

　同じボランティア同士の活動懇談会を開催し、ボランティア活動の意義や活動継続に向けて課題
等について話し合いました。

【成果】

　コロナ禍の中で活動休止や変更を伴う中、ボランティア活動者同士の意見交換を通じて、活動の
意義や課題を共有し、モチベーションの維持と活動再開に向けた準備をすることができました。

　継続実施

進捗状況
【上記項目の評価理由】
ボランティアの要望等に応じて懇談会を開催し、活動推進を図っていると考えられるため

ボランティア懇談会　①ふれあい食事サービスボランティア懇談会　17回実施　参加者延べ203人
②菖蒲おもちゃ病院懇談会　1回実施　参加者5人

　継続実施

【実績値】

様式１
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基本目標１　いきいきと自分らしく暮らすことができる地域づくり

（２）ボランティア活動などの地域福祉活動を活発にします

主な取り組み

内　　　容

主な担当課

【事業内容】

令和４年度
事業予定

※問題点・課題・
今後の対応

※問題点や課題がある場合にはご記入ください。

　■順調に進んでいる
　□概ね順調に進んでいるが一部に不十分な点や改善すべき点がある
　□実施されているが不十分な点が多い
　□事業内容や実施方法など見直しが必要
　□未実施

⑤ＮＰＯとの協働

　地域福祉を推進するＮＰＯとの協働を進めます。

令和３年度
実施事業

　ＮＰＯ活動への広報や後援協力や情報提供を行うとともに、事業協力等を依頼し協働を進めまし
た。

【成果】

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、ボランティア体験プログラム事業や社協事業への協
力依頼はできませんでしたが、助成金情報周知や広報協力、アンケート依頼により、顔の見える関
係づくりを継続して行いました。

　継続実施

①ＮＰＯ主催事業の広報協力、助成金情報の提供
②ＮＰＯの事業展開に関する相談対応
③地域福祉計画・地域福祉活動計画策定のためのアンケート依頼

進捗状況
【上記項目の評価理由】
従来の事業の中で協力、協働できることを実施できていると考えるため

　継続実施

【実績値】

様式１
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基本目標１　いきいきと自分らしく暮らすことができる地域づくり

（２）ボランティア活動などの地域福祉活動を活発にします

主な取り組み

内　　　容

主な担当課

【事業内容】

令和４年度
事業予定

※問題点・課題・
今後の対応

※問題点や課題がある場合にはご記入ください。

　□順調に進んでいる
　□概ね順調に進んでいるが一部に不十分な点や改善すべき点がある
　□実施されているが不十分な点が多い
　□事業内容や実施方法など見直しが必要
　■未実施

⑥ボランティアをＰＲするイベントの開催

　ボランティアについての理解を深めるため、日頃の活動をＰＲするためにボランティアまつりを
開催します。

令和３年度
実施事業

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、ボランティアまつりは中止しました。

【成果】

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、ボランティア活動や団体の活動休止が相次ぎ、普及
啓発のための事業実施はできませんでした。そのため登録ボランティアグループに対し、動画によ
る団体紹介への協力を呼びかけ、5団体の動画を配信しました。

　実施に向けて検討中

進捗状況
【上記項目の評価理由】

　ボランティアの普及・啓発イベントの実施が可能か検討していきます。

【実績値】

様式１
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基本目標２　お互い様の気持ちで支え合う地域づくり

（１） ふれあいと交流を大切にする場づくりを推進します

主な取り組み

内　　　容

主な担当課

【事業内容】

令和４年度
事業予定

※問題点・課題・
今後の対応

※問題点や課題がある場合にはご記入ください。

　■順調に進んでいる
　□概ね順調に進んでいるが一部に不十分な点や改善すべき点がある
　□実施されているが不十分な点が多い
　□事業内容や実施方法など見直しが必要
　□未実施

①ふれあい・いきいきサロンの拡充・小地域福祉活動の推進

　地域の実情に応じて、ふれあい・いきいきサロンの立上げや運営の相談及びサポートを行います。

令和３年度
実施事業

　ふれあい・いきいきサロンのＰＲ、相談支援、新規立上げに関する支援協力を行いました。コロナ禍での
つながりを継続する実践について「久喜市の新たなつながり」ヒント集を作成し、活動紹介と情報提供を行
うことができました。

【成果】

　サロン新規開設支援や相談対応により2ヶ所の新規登録がありましたが、コロナ禍で活動終了するサロン
もあり、全体では63か所となりました。コロナ禍の中でも各サロンでは、訪問活動や声かけ活動などを実践
されており、その内容を紹介するヒント集を作成し情報紹介に努めました。助成金は活動状況にあわせ年２
回周知し、会員会費活用検討委員会にて審査、検討をいただき交付しました。

　継続実施

①ふれあい・いきいきサロン　63か所（新規2か所）　ふれあい・いきいきサロンのＰＲとしてサロン一覧
をＨＰ掲載、窓口設置しました。
②サロン活動助成金交付数　49団体　交付金額　2,228,964円　会員会費活用検討委員会（サロン助成金）
6/22・11/18

進捗状況
【上記項目の評価理由】
サロン登録数や新規登録数が目標数を達成し、地域の実情に応じた対応ができていると考えられるため

　継続実施

【実績値】

様式１
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基本目標２　お互い様の気持ちで支え合う地域づくり

（１） ふれあいと交流を大切にする場づくりを推進します

主な取り組み

内　　　容

主な担当課

【事業内容】

令和４年度
事業予定

※問題点・課題・
今後の対応

※問題点や課題がある場合にはご記入ください。

　■順調に進んでいる
　□概ね順調に進んでいるが一部に不十分な点や改善すべき点がある
　□実施されているが不十分な点が多い
　□事業内容や実施方法など見直しが必要
　□未実施

②イベント用備品貸出事業の実施

　イベント用備品を団体や自治会等の希望者に貸出し、地域住民のイベント活動など、コミュニティ活動を
支援します。

令和３年度
実施事業

　イベントに活用できるテントやもちつき道具等の貸出しを実施しました。

【成果】

　社協備品を有効活用し、地域活動の支援を行うことができました。

　継続実施

貸出件数　25件　（テント・テーブル等）

進捗状況
【上記項目の評価理由】
貸出可能な社協備品を活用し地域支援を行っているため

【実績値】

様式１
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基本目標２　お互い様の気持ちで支え合う地域づくり

（１） ふれあいと交流を大切にする場づくりを推進します

主な取り組み

内　　　容

主な担当課

【事業内容】

令和４年度
事業予定

※問題点・課題・
今後の対応

※問題点や課題がある場合にはご記入ください。

　□順調に進んでいる
　□概ね順調に進んでいるが一部に不十分な点や改善すべき点がある
　□実施されているが不十分な点が多い
　□事業内容や実施方法など見直しが必要
　■未実施

③イベント事業への参画

　市内の各イベントへ参画し、社協活動のＰＲを行います。また、地域住民との交流を図り、出前相談会を
実施します。

令和３年度
実施事業

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、イベントが中止となりました。

【成果】

　継続実施

進捗状況
【上記項目の評価理由】

　継続実施

【実績値】

様式１
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基本目標２　お互い様の気持ちで支え合う地域づくり

（１） ふれあいと交流を大切にする場づくりを推進します

主な取り組み

内　　　容

主な担当課

【事業内容】

令和４年度
事業予定

※問題点・課題・
今後の対応

※問題点や課題がある場合にはご記入ください。

　□順調に進んでいる
　□概ね順調に進んでいるが一部に不十分な点や改善すべき点がある
　□実施されているが不十分な点が多い
　□事業内容や実施方法など見直しが必要
　■未実施

④婚活支援事業の実施

　結婚を希望する男女に出会いの場を提供します。

令和３年度
実施事業

平成30年度で事業終了

【成果】

進捗状況
【上記項目の評価理由】

【実績値】

様式１
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基本目標２　お互い様の気持ちで支え合う地域づくり

（１） ふれあいと交流を大切にする場づくりを推進します

主な取り組み

内　　　容

主な担当課

【事業内容】

令和４年度
事業予定

※問題点・課題・
今後の対応

※問題点や課題がある場合にはご記入ください。

　□順調に進んでいる
　□概ね順調に進んでいるが一部に不十分な点や改善すべき点がある
　□実施されているが不十分な点が多い
　□事業内容や実施方法など見直しが必要
　■未実施

⑤社会参加・交流の場づくり

　会食会等を通じて、地域における交流を図るとともに、外出の機会が少ない方等の社会参加の機会を広げ
ます。

令和３年度
実施事業

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、会食会を中止しました。

【成果】

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため会食は中止しましたが、ふれあい電話サービスによる声かけ活
動など、必要に応じた見守りを行い、利用者の孤立感の軽減につなげることができました。

　継続実施

進捗状況
【上記項目の評価理由】

　継続実施

【実績値】

様式１
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基本目標２　お互い様の気持ちで支え合う地域づくり

（２） 災害時の備えや孤立を防止するための地域の見守り体制を強化します

主な取り組み

内　　　容

主な担当課

【事業内容】

【実績値】

令和４年度
事業予定

※問題点・課題・
今後の対応

※問題点や課題がある場合にはご記入ください。

　□順調に進んでいる
　■概ね順調に進んでいるが一部に不十分な点や改善すべき点がある
　□実施されているが不十分な点が多い
　□事業内容や実施方法など見直しが必要
　□未実施

①福祉委員の配置・推進

　地域住民の参加による地域福祉活動の展開を図るため、福祉委員を配置し、民生委員・児童委員や区長、
自治会、町内会等との連携により、福祉課題やニーズの発見、見守り、専門機関へつなぐ仕組みを推進しま
す。

令和３年度
実施事業

　福祉委員を配置し、各地区の活動実践者との連携により、見守り活動等を推進しました。

【成果】

　福祉委員配置により、地域ニーズの発見や福祉課題の把握に努めました。新たに福祉委員となられた方を
対象とした研修会は随時実施しましたが、各地区研修会はコロナ感染拡大防止のため中止しました。各地区
研修会で活動課題や連携強化のためのグループワークを予定していたことから、アンケート調査の実施によ
り、各地域の活動状況や課題を把握しました。

　継続実施

①福祉委員　90地区270人配置
②研修会　各地区実施はコロナ感染拡大防止のため中止し、アンケート実施

進捗状況
【上記項目の評価理由】
新たな福祉委員の登録はあったが、配置数が横ばい状態のため

　継続実施
　福祉委員、配置地域の増加を目指します

様式１
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基本目標２　お互い様の気持ちで支え合う地域づくり

（２） 災害時の備えや孤立を防止するための地域の見守り体制を強化します

主な取り組み

内 容

主な担当課

【事業内容】

【実績値】

令和４年度
事業予定

※問題点・課題・
今後の対応

※問題点や課題がある場合にはご記入ください。

■順調に進んでいる
□概ね順調に進んでいるが一部に不十分な点や改善すべき点がある
□実施されているが不十分な点が多い
□事業内容や実施方法など見直しが必要
□未実施

②地区あったか会議の設置・活動支援

　概ね小学校区ごとに設置し、地域住民や地域に関わる各団体が連携し、身近な地域における福祉課題や
ニーズの発見、解決に取り組むことができるように支援します。

令和３年度
実施事業

地区あったか会議の開催により、団体連携を推進し、地域課題の発見と課題解決に取り組みました。

【成果】

本町小地区では、福祉教育をテーマに体験学習やグループ討議を行い、令和４年度につながる課題検討がで
きました。久喜東小地区でも予定されていましたが、コロナ感染拡大防止のため中止となりました。

　継続実施

第2回本町小地区あったか会議　12/5 参加者32人

進捗状況
【上記項目の評価理由】
コロナ禍でも可能な内容と地域範囲で開催できたため

　継続実施

様式１
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基本目標２　お互い様の気持ちで支え合う地域づくり

（２） 災害時の備えや孤立を防止するための地域の見守り体制を強化します

主な取り組み

内　　　容

主な担当課

【事業内容】

【実績値】

令和４年度
事業予定

※問題点・課題・
今後の対応

※問題点や課題がある場合にはご記入ください。

　■順調に進んでいる
　□概ね順調に進んでいるが一部に不十分な点や改善すべき点がある
　□実施されているが不十分な点が多い
　□事業内容や実施方法など見直しが必要
　□未実施

③災害ボランティアセンターの体制づくり

　災害時を想定し、災害ボランティアセンター立上げ訓練を定期的に行い、緊急時に対応ができるような体
制をつくります。

令和３年度
実施事業

　災害ボランティアセンター立上げ訓練、職員参集訓練を実施しました。「新型コロナウイルス感染症に係
る予防・対応マニュアル」と久喜市社会福祉協議会災害対応・事業継続計画（ＢＣＰ）を随時更新しまし
た。

【成果】

　災害対応・事業継続計画（ＢＣＰ）に基づいた参集訓練と、災害ボランティアセンター立上げ訓練を実施
し、職員間で平時から災害時に必要な事項確認と共有ができました。立上げ訓練では登録ボランティアグ
ループや青年会議所の参加協力により、対応を検討することができました。

　継続実施

参集訓練・災害ボランティアセンター立上げ訓練実施　11/13

進捗状況
【上記項目の評価理由】
災害対応・事業継続計画（ＢＣＰ）の更新や、災害ボランティアセンター立上げ訓練の実施ができたため

　継続実施

様式１
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基本目標２　お互い様の気持ちで支え合う地域づくり

（２） 災害時の備えや孤立を防止するための地域の見守り体制を強化します

主な取り組み

内　　　容

主な担当課

【事業内容】

【実績値】

令和４年度
事業予定

※問題点・課題・
今後の対応

※問題点や課題がある場合にはご記入ください。

　□順調に進んでいる
　□概ね順調に進んでいるが一部に不十分な点や改善すべき点がある
　□実施されているが不十分な点が多い
　□事業内容や実施方法など見直しが必要
　■未実施

④災害時要援護者への関わりやマップ作りへの支援等

　地域の避難訓練等に参加し、ひとり暮らしの高齢者や障がい者など災害時要援護者に対して、実際に避難
訓練を行います。さらに地域で支援体制のマップ作りを行い、安全な避難経路の確認や支援方法についての
協議を行います。

令和３年度
実施事業

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、各地区の防災訓練等が中止となりました。

【成果】

　防災訓練等は中止となりましたが、コミュニティ協議会会員として会議に参画し、連携強化を図ることで
顔の見える関係づくりを継続しました。

 継続実施

進捗状況
【上記項目の評価理由】
各地区の状況に応じて事業展開しているため

 継続実施

様式１
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基本目標３　みんなで暮らせるまちづくり

（１） 高齢者や障がい者、子育て世帯の地域生活を支援します

主な取り組み

内　　　容

主な担当課

【事業内容】

【実績値】

令和４年度
事業予定

※問題点・課題・
今後の対応

※問題点や課題がある場合にはご記入ください。

　■順調に進んでいる
　□概ね順調に進んでいるが一部に不十分な点や改善すべき点がある
　□実施されているが不十分な点が多い
　□事業内容や実施方法など見直しが必要
　□未実施

①相互理解を深める事業の推進

 高齢や障がい、認知症、子育てなどに関する困りごとや必要な支援など、お互いの理解を進めるための講
座（認知症サポーター養成講座、障がいについて学ぶ学習会など）の開催や地域の集まりなどを推進しま
す。

令和３年度
実施事業

　お互いの理解を進めるための講座として、障がいについて学ぶ学習会や、認知症サポーター養成講座、認
知症サポーターステップアップ講座を実施しました。

【成果】

　講座等の実施により、支援の必要な方やそのご家族への理解を広めるとともに、障がいや認知症があって
も地域で暮らせる支援の検討をすることができました。認知症サポーターステップアップ講座では、ふれあ
い・いきいきサロンで開催することで、地域課題や今後の具体的な活動について検討し、共有することがで
きました。

　継続実施

①障がいについて学ぶ学習会　動画配信
②認知症サポーター養成講座　11回実施　受講者395人
③認知症サポーターステップアップ講座 　6/23 参加者17人　11/25 参加者29人

進捗状況
【上記項目の評価理由】
講座開催により、相互理解を深める機会となったため

　継続実施

様式１
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基本目標３　みんなで暮らせるまちづくり

（１） 高齢者や障がい者、子育て世帯の地域生活を支援します

主な取り組み

内　　　容

主な担当課

【事業内容】

【実績値】

令和４年度
事業予定

※問題点・課題・
今後の対応

※問題点や課題がある場合にはご記入ください。

　■順調に進んでいる
　□概ね順調に進んでいるが一部に不十分な点や改善すべき点がある
　□実施されているが不十分な点が多い
　□事業内容や実施方法など見直しが必要
　□未実施

②住民参加型のサービスの実施

　地域住民が自発的・主体的に参加し、公的サービスだけでは対応できない地域の福祉ニーズを解決するた
め、住民参加型のサービス（ふれあい食事サービス、ふれあい電話サービス、福祉有償運送等）を実施しま
す。

令和３年度
実施事業

　住民参加型のサービス（ふれあい電話サービス、福祉有償運送）を実施しました。ふれあい食事サービス
については、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止しました。

【成果】

　コロナ禍の中でも住民同士の助け合いを推進し、インフォーマルサービスとして福祉サービスの向上を目
指しました。サービス利用者は、それぞれの活動を通じて交流を図り、日常生活の中での継続的な見守りに
つながりました。

　継続実施

　継続実施

①ふれあい電話サービス　126回実施　利用者延べ441人　ボランティア延べ171人
②福祉有償運送　　　　　93回

進捗状況
【上記項目の評価理由】
住民の参加により事業実施し、インフォーマルサービスとして地域活動を担っていると考えられるため

様式１
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基本目標３　みんなで暮らせるまちづくり

（１） 高齢者や障がい者、子育て世帯の地域生活を支援します

主な取り組み

内　　　容

主な担当課

【事業内容】

【実績値】

令和４年度
事業予定

※問題点・課題・
今後の対応

※問題点や課題がある場合にはご記入ください。

　■順調に進んでいる
　□概ね順調に進んでいるが一部に不十分な点や改善すべき点がある
　□実施されているが不十分な点が多い
　□事業内容や実施方法など見直しが必要
　□未実施

③くき元気サービスの拡充

　地域住民同士がお互い様の気持ちで、ちょっとした困りごとを解消するお手伝いをすることで、地域支え
合いの仕組みづくりを推進します。また、生活支援サービスも視野に入れた仕組みづくりを進めます。

令和３年度
実施事業

　ちょっとした困りごとを解決する支援を目指し、関係機関と協働して事業説明会を行い、事業内容の周知
や、協力会員数の増加を推進しました。また協力会員自身の介護予防や生きがいづくり、商品券の活用によ
る地元商店街の活性化につなげています。

【成果】

　コロナ禍の中でも可能な範囲で、元気な高齢者等が協力会員として活動することで、自身の介護予防や健
康維持につながり、その対価を利用することで地域商店の活性化を図ることができました。コロナのため活
動終了する協力会員があり実数は減少しましたが、利用時間や回数は増加しています。シルバー人材セン
ターやファミリー・サポ―ト・センターとの合同事業説明会により、新規登録につなげることができまし
た。

　継続実施

①利用会員585人、協力会員175人、利用時間　928時間、利用回数　811回
②「元気つうしん」No.23～24の発行
③協力会員研修会　2回実施　参加者延べ57人
④新規協力会員登録者　7人

進捗状況
【上記項目の評価理由】
協力会員数は減少となったが、利用時間や回数は伸びており、新規会員も得られたため

　継続実施
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基本目標３　みんなで暮らせるまちづくり

（１） 高齢者や障がい者、子育て世帯の地域生活を支援します

主な取り組み

内 容

主な担当課

【事業内容】

【実績値】

令和４年度
事業予定

※問題点・課題・
今後の対応

※問題点や課題がある場合にはご記入ください。

■順調に進んでいる
□概ね順調に進んでいるが一部に不十分な点や改善すべき点がある
□実施されているが不十分な点が多い
□事業内容や実施方法など見直しが必要
□未実施

④在宅福祉事業の推進

　安心して在宅生活を送ることができるよう、介護者の負担軽減や育児の支援に関する事業を実施します。
（介護者支援事業、赤ちゃん誕生祝事業、紙おむつ配付事業等）

令和３年度
実施事業

　介護者支援事業、赤ちゃん誕生祝事業、紙おむつ配付事業を実施しました。

【成果】

　紙おむつ配付事業や赤ちゃん誕生祝事業の申請時には、介護や福祉に関する情報提供を併せて行い、丁寧
な支援を心がけました。

　継続実施

　継続実施

①在宅介護者支援事業　介護者の会　年15回　参加者延べ23人、介護者通信発行　年3回　3,057部
②赤ちゃん誕生祝事業　配付数214枚、取扱店14店舗
③紙おむつ配付事業　　利用者44人（新規利用者14人、終了者18人）

年間延べ利用者489人（久喜161人、菖蒲45人、栗橋83人、鷲宮200人）

進捗状況
【上記項目の評価理由】
各事業の利用者へ情報周知や必要な対応ができていると考えるため

様式１

25



基本目標３　みんなで暮らせるまちづくり

（１） 高齢者や障がい者、子育て世帯の地域生活を支援します

主な取り組み

内 容

主な担当課

【事業内容】

【実績値】

令和４年度
事業予定

※問題点・課題・
今後の対応

※問題点や課題がある場合にはご記入ください。

■順調に進んでいる
□概ね順調に進んでいるが一部に不十分な点や改善すべき点がある
□実施されているが不十分な点が多い
□事業内容や実施方法など見直しが必要
□未実施

⑤障がい者施設の運営

　利用者が自立した日常生活または社会生活を営むことができるよう、障害者総合支援法に基づく生活介護
事業所を運営します。利用者の意向、適性、障がいの特性その他の事情を踏まえて、適切かつ効果的に生活
介護サービスを提供します。

令和３年度
実施事業

　久喜市けやきの木、久喜市くりの木にて、利用者一人ひとりのニーズを尊重しながら、安心できる生活環
境を整え、社会参加に結びつく活動を実施しました。

【成果】

　新型コロナウイルス感染防止を最優先し、保健衛生管理を徹底し、従来の活動や行事について内容を変
更、中止しました。ボランティアの受け入れや地域イベントへの参加についても中止し、近隣の社会資源等
の限られた中ではありましたが、地域に開かれた施設運営を目指しました。

　継続実施

①利用者数：久喜市けやきの木　20人、久喜市くりの木　19人
②ボランティア受け入れ　けやきの木　中止　くりの木　延べ16人
けやきの木まつり・くりの木まつり　新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

進捗状況
【上記項目の評価理由】
新型コロナウイルス感染防止のため、保健衛生管理を徹底し、従来通り適切な施設運営ができていると考え
られるため

　継続実施
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基本目標３　みんなで暮らせるまちづくり

（１） 高齢者や障がい者、子育て世帯の地域生活を支援します

主な取り組み

内　　　容

主な担当課

【事業内容】

【実績値】

令和４年度
事業予定

※問題点・課題・
今後の対応

※問題点や課題がある場合にはご記入ください。

　□順調に進んでいる
　□概ね順調に進んでいるが一部に不十分な点や改善すべき点がある
　□実施されているが不十分な点が多い
　□事業内容や実施方法など見直しが必要
　■未実施

⑥制度に基づく在宅福祉サービスの提供

介護保険法・障害者総合支援法に基づくサービスを提供し、利用者が自立した日常生活を営むことができる
よう支援します。

令和３年度
実施事業

令和2年度で訪問介護事業所を廃止しました。

【成果】

進捗状況
【上記項目の評価理由】

様式１
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基本目標３　みんなで暮らせるまちづくり

（１） 高齢者や障がい者、子育て世帯の地域生活を支援します

主な取り組み

内 容

主な担当課

【事業内容】

【実績値】

令和４年度
事業予定

※問題点・課題・
今後の対応

※問題点や課題がある場合にはご記入ください。

■順調に進んでいる
□概ね順調に進んでいるが一部に不十分な点や改善すべき点がある
□実施されているが不十分な点が多い
□事業内容や実施方法など見直しが必要
□未実施

⑦福祉用具の貸出

　障がい者や虚弱な高齢者等に、車いすなどの福祉用具を貸し出します。また、福祉教育を推進する学校及
び団体等を対象に福祉用具を貸し出すことで、バリアフリーやノーマライゼーションについての理解を深め
られるよう啓発を図ります。

令和３年度
実施事業

　必要な方に福祉用具（車いす等）を貸出しするとともに、学校や地域団体に福祉教育推進のための福祉用
具を貸出しました。

【成果】

コロナワクチン接種への対応により貸出数や相談が増加しました。当事者の外出支援と社会参加の促進と
ともに、小中学校等の福祉教育への活用により、高齢者や障がい者への理解を深めることができました。

　継続実施

①福祉用具（車いす）貸出数　延べ270件
②その他（高齢者疑似体験セット・シルバーカー等）39件

進捗状況
【上記項目の評価理由】
貸出により周知や対応ができていると考えられるため

　継続実施

様式１
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基本目標３　みんなで暮らせるまちづくり

（２） 孤立しがちな生活困窮者の自立を支援します

主な取り組み

内　　　容

主な担当課

【事業内容】

【実績値】

令和４年度
事業予定

※問題点・課題・
今後の対応

※問題点や課題がある場合にはご記入ください。

　■順調に進んでいる
　□概ね順調に進んでいるが一部に不十分な点や改善すべき点がある
　□実施されているが不十分な点が多い
　□事業内容や実施方法など見直しが必要
　□未実施

①低所得者等への資金の貸付

　低所得世帯で臨時的出費等により一時的な支援を必要とする場合に、応急的な小口資金の貸付を行いま
す。また、状況により、埼玉県社協が実施する生活福祉資金の貸付と自立した生活のための相談支援を行い
ます。

令和３年度
実施事業

　対象者の生活状況を把握し、状況に応じて生活困窮者自立支援事業など他の支援と連携し、一時的な生活
費貸付により、支援につなげました。

【成果】

　新型コロナウイルス感染症拡大に伴う特例貸付の相談が急激に増加し、延長、再貸付の状況にあわせ、1
年を通じて相談対応を行いました。今まで社協と関わりの少なかった若年層や外国人の相談者が増え、支援
が必要な方への情報周知にも随時対応を図りました。今後の相談者の生活の維持改善を目指し、必要に応
じ、生活困窮者自立支援事業等と連携し、継続的な支援につなげました。

 継続実施

①1万円までの貸付　貸付件数185件
②5万円までの貸付　貸付件数0件
③埼玉県社協生活福祉資金貸付　貸付件数8件　相談件数86件
④新型コロナウイルス感染症拡大に伴う特例貸付　相談件数1,796件　総合支援資金特例貸付935件（延長・
再貸付を含む）　緊急小口資金特例貸付　337件

進捗状況
【上記項目の評価理由】
相談者にあわせた対応ができていると考えられるため

 継続実施

様式１
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基本目標３　みんなで暮らせるまちづくり

（２） 孤立しがちな生活困窮者の自立を支援します

主な取り組み

内　　　容

主な担当課

【事業内容】

【実績値】

令和４年度
事業予定

※問題点・課題・
今後の対応

※問題点や課題がある場合にはご記入ください。

　■順調に進んでいる
　□概ね順調に進んでいるが一部に不十分な点や改善すべき点がある
　□実施されているが不十分な点が多い
　□事業内容や実施方法など見直しが必要
　□未実施

②生活困窮者自立支援事業の実施

　生活の困りごとや悩みなどの相談を受け、どのような支援が必要かを相談者と一緒に考え、寄り添いなが
ら自立に向けた支援を行います。
　また、中学生・高校生を対象とした学習支援を通じて、子どもたちの居場所作りや進学に関する支援を行
います。実施に当たり、定期的に市の生活保護担当者との連携を図るための会議を開催します。

令和３年度
実施事業

　社協内各部署、関係機関との情報交換や連携を密にし、相談者の安定した生活に向けて、中・長期的な自
立支援を行いました。学習支援事業は令和2年度で業務委託を終了しました。

【成果】

　コロナ禍による生活困窮の相談に対応し、特例貸付や住居確保給付金の支援等を行い、困窮状態に応じた
支援を行うことができました。多様な課題を抱える世帯へは寄り添い型の支援を行い、多職種協働で自立に
向けて対応しました。

　継続実施 家計改善支援事業受託開始

自立相談支援事業　新規相談件数1,594件　プラン作成件数23件　評価39件　　住居確保給付金相談97件
給付26件　支援調整会議12回　食糧支援209件

進捗状況
【上記項目の評価理由】
個々の相談者に寄り添い、関係機関と連携しながら自立へ向けた支援ができたと考えられるため

　継続実施

様式１
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基本目標３　みんなで暮らせるまちづくり

（２） 孤立しがちな生活困窮者の自立を支援します

主な取り組み

内　　　容

主な担当課

【事業内容】

【実績値】

令和４年度
事業予定

※問題点・課題・
今後の対応

※問題点や課題がある場合にはご記入ください。

　■順調に進んでいる
　□概ね順調に進んでいるが一部に不十分な点や改善すべき点がある
　□実施されているが不十分な点が多い
　□事業内容や実施方法など見直しが必要
　□未実施

③歳末たすけあい募金運動の実施

　歳末たすけあい募金の一環として、地域の方々からの募金を財源に、支援を必要とする方や団体に配分し
ます。

令和３年度
実施事業

　歳末たすけあい募金としていただいた募金をもとに、支援を必要とする世帯へ、金銭的な支援や金品等の
配布をしました。また、歳末時期に地域活動を実施する団体に対して、助成を行いました。

【成果】

　昨年度に継続して新型コロナウイルス感染症で新たに支援を必要とする方への対応を行い、年末年始に一
時金等の支援をすることで、地域で安心して暮らすことができる環境を整えることができました。また支援
内容については見直しを図り、選択肢を増やして対応しました。

　継続実施

①歳末支え合い一時金事業　・一時金配分事業　455件（4,550,000円）・新型コロナウイルス特例一時金配
分事業　70件（700,000円）
②ふれあい活動助成事業　　21件　（195,413円）
③年越し配布事業　　　　　101件　147セット（38セットは、生活困窮世帯の相談時に活用）

進捗状況
【上記項目の評価理由】
新型コロナウイルス感染症の影響を受けた困窮世帯に対応した、事業の見直し及び広報周知、事業実施に取
り組んだため

　継続実施

様式１
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基本目標３　みんなで暮らせるまちづくり

（２） 孤立しがちな生活困窮者の自立を支援します

主な取り組み

内　　　容

主な担当課

【事業内容】

令和４年度
事業予定

※問題点・課題・
今後の対応

※問題点や課題がある場合にはご記入ください。

　■順調に進んでいる
　□概ね順調に進んでいるが一部に不十分な点や改善すべき点がある
　□実施されているが不十分な点が多い
　□事業内容や実施方法など見直しが必要
　□未実施

④関係機関との連携

　彩の国あんしんセーフティネット事業への参画やフードバンクとの提携により、既存の制度では対応でき
ない生活困窮者の支援を行います。

令和３年度
実施事業

　社会福祉法人の社会貢献事業や他機関、地域住民からの寄附物品を活用し、支援を必要とする方に現物給
付を行いました。また、情報共有を図るため関係者による会議を実施しました。

【成果】

　公的な制度では対応できない生活困窮者への緊急的な支援を行ったほか、他機関と協働し、自立へ向けた
生活支援を実施しました。

　継続実施

①彩の国あんしんセーフティネット事業支援　実施件数16件（食費、家賃、携帯電話料金、ガス代、電気
代、ガソリン代等）
②衣類バンク1件
③彩の国あんしんセーフティネット事業担当者会議　1回実施

進捗状況
【上記項目の評価理由】
関係機関と協働して支援にあたることができていると考えられるため

　継続実施
　

【実績値】

様式１
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基本目標３　みんなで暮らせるまちづくり

（２） 孤立しがちな生活困窮者の自立を支援します

主な取り組み

内　　　容

主な担当課

【事業内容】

【実績値】

令和４年度
事業予定

※問題点・課題・
今後の対応

※問題点や課題がある場合にはご記入ください。

　■順調に進んでいる
　□概ね順調に進んでいるが一部に不十分な点や改善すべき点がある
　□実施されているが不十分な点が多い
　□事業内容や実施方法など見直しが必要
　□未実施

⑤総合相談・相談支援体制の充実

　生活上の課題を抱える個人や家族に対する個別相談、地域の福祉課題に関する相談に対応し、相談者の不
安を和らげます。

令和３年度
実施事業

　限定的な相談ではなく、生活上のすべてをとらえる体制での相談に対応し、問題の解決と支援につなぎま
した。

【成果】

　相談システムを活用し、生活上のあらゆる相談に関して対応する体制を整えることで、職員間の共有を図
りながら支援することができました。また多くの関係機関・専門職との連携強化に努め、相談対応と解決に
役立てることができました。

　継続実施

相談件数　延べ9,388件

進捗状況
【上記項目の評価理由】
係を超えた相談や支援体制の検討を行っていると考えられるため

　継続実施

様式１
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基本目標３　みんなで暮らせるまちづくり

（３） 地域包括ケアのネットワークづくりを推進します

主な取り組み

内　　　容

主な担当課

【事業内容】

【実績値】

令和４年度
事業予定

※問題点・課題・
今後の対応

※問題点や課題がある場合にはご記入ください。

　■順調に進んでいる
　□概ね順調に進んでいるが一部に不十分な点や改善すべき点がある
　□実施されているが不十分な点が多い
　□事業内容や実施方法など見直しが必要
　□未実施

①コミュニティソーシャルワーカーの配置

　公的福祉サービスや地域の支え合い活動を調整して、支援を必要とする人に結びつけるコミュニティソー
シャルワーカーを地区ごとに配置し、横断的なネットワークの確立を目指します。

令和３年度
実施事業

　久喜市社協内に地区ごとにコミュニティソーシャルワーカーを配置し、ネットワークの構築や地域づくり
を推進しました。

【成果】

　Zoomを活用したＣＳＷ連絡会やケースカンファレンスを実施し、地域課題や福祉情報の共有を図り、地域
づくりの検討と支援を行うことができました。また、生活支援コーディネーターと地域課題を検討する情報
交換会を開催することができました。新たな課題としてヤングケアラー支援やフードドライブ事業にも取り
組みました。

　継続実施

①コミュニティソーシャルワーカー　21人配置
②ＣＳＷ連絡会　12回実施　久喜市生活支援コーディネーターとの情報交換会　2回実施　ケースカンファ
レンス　5回実施
③ヤングケアラーに関する情報交換会　2回実施
④フードドライブ事業　食品提供85人、1,454点、778.3㎏　6団体へ寄付
⑤「久喜市の新たなつながり」ヒント集Vol1.2の作成

進捗状況
【上記項目の評価理由】
新たな課題に対応するCSWの活動ができたため

　継続実施

様式１
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基本目標３　みんなで暮らせるまちづくり

（３） 地域包括ケアのネットワークづくりを推進します

主な取り組み

内　　　容

主な担当課

【事業内容】

【実績値】

令和４年度
事業予定

※問題点・課題・
今後の対応

※問題点や課題がある場合にはご記入ください。

　□順調に進んでいる
　□概ね順調に進んでいるが一部に不十分な点や改善すべき点がある
　□実施されているが不十分な点が多い
　□事業内容や実施方法など見直しが必要
　■未実施

②地域住民や各関係機関との連携・協働・強化

　専門職等による学習会や、地域福祉活動の推進者を含めたコミュニティソーシャルワーク（ＣＳＷ）実践
者養成研修などの開催により、多職種協働による地域課題の支援・解決について学ぶ機会をつくり、地域支
援体制づくりに取り組みます。

令和３年度
実施事業

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、学習会や養成研修は中止しました。

【成果】

　継続実施

CSW実践者養成研修INくき「ヤングケアラーってなあに？」中止

進捗状況
【上記項目の評価理由】

　継続実施

様式１
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基本目標３　みんなで暮らせるまちづくり

（３） 地域包括ケアのネットワークづくりを推進します

主な取り組み

内　　　容

主な担当課

【事業内容】

【実績値】

令和４年度
事業予定

※問題点・課題・
今後の対応

※問題点や課題がある場合にはご記入ください。

　□順調に進んでいる
　□概ね順調に進んでいるが一部に不十分な点や改善すべき点がある
　□実施されているが不十分な点が多い
　□事業内容や実施方法など見直しが必要
　■未実施

③分野を超えた相談体制づくり

　横断的なネットワーク機能を構築するため、必要に応じて地域福祉関係者や関係機関が連携を図れる体制
をつくり、問題の解決に向けた支援を目指します。

令和３年度
実施事業

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、学習会や養成研修は中止しました。

【成果】

CSW実践者養成研修INくき「ヤングケアラーってなあに？」中止

　継続実施

進捗状況
【上記項目の評価理由】

　継続実施

様式１
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基本目標３　みんなで暮らせるまちづくり

（３） 地域包括ケアのネットワークづくりを推進します

主な取り組み

内　　　容

主な担当課

【事業内容】

【実績値】

令和４年度
事業予定

※問題点・課題・
今後の対応

※問題点や課題がある場合にはご記入ください。

　■順調に進んでいる
　□概ね順調に進んでいるが一部に不十分な点や改善すべき点がある
　□実施されているが不十分な点が多い
　□事業内容や実施方法など見直しが必要
　□未実施

④地域包括支援センターの運営

　地域で暮らす高齢者がいつまでも健やかに、住み慣れた地域で生活できることを目指して、社会福祉士
等、保健師等、主任介護支援専門員の専門職が保健・医療・福祉など様々な面から総合的に高齢者の支援を
行っていきます。

令和３年度
実施事業

　久喜東・菖蒲地域包括支援センターに加え、平成30年度から栗橋・鷲宮地域包括支援センターを受託運営
し、高齢者の方の総合相談に対応しました。

【成果】

　社協事業と連動し、インフォーマルな地域資源を大切にしながら、多くの関係者や機関との連携により、
地域住民等からの相談に対応しました。新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、事業や会議は縮小や書
面開催となったものもありましたが、YouTubeによる介護予防やサポーター養成講座の動画配信を行うこと
で、広く普及啓発を行うことができました。

　継続実施

①総合相談支援業務　実人数　久喜東687人、菖蒲239人、栗橋356人、鷲宮410人
②民生委員定例会や施設運営推進会議への参加
③個別地域ケア会議の開催 久喜東1件、菖蒲5件、栗橋0件、鷲宮22件
④認知症施策　オレンジカフェ久喜東5回　菖蒲5回　栗橋6回　鷲宮6回、物忘れ相談　久喜東2回　菖蒲2回
栗橋2回　鷲宮2回、記憶力チェック体験　久喜東3回　菖蒲3回　栗橋3回　鷲宮3回　実施

進捗状況
【上記項目の評価理由】
地域の高齢者の総合相談窓口として対応していると考えられるため

　継続実施

様式１

37



基本目標３　みんなで暮らせるまちづくり

（３） 地域包括ケアのネットワークづくりを推進します

主な取り組み

内　　　容

主な担当課

【事業内容】

【実績値】

令和４年度
事業予定

※問題点・課題・
今後の対応

※問題点や課題がある場合にはご記入ください。

　■順調に進んでいる
　□概ね順調に進んでいるが一部に不十分な点や改善すべき点がある
　□実施されているが不十分な点が多い
　□事業内容や実施方法など見直しが必要
　□未実施

⑤社協・生活支援活動強化方針の推進

　全国社会福祉協議会から示された社協・生活支援活動強化方針に沿って事業の運営を進めます。

令和３年度
実施事業

　社協・生活支援活動強化方針に沿って事業計画を策定し、事業を実施しました。

【成果】

　見直し後の強化方針と、それを具体化するための第2次アクションプランに社協のこれまでの取り組みと
事業計画を併記するとともに、チェックリストによる評価・分析を全職員で実施することで、現状確認をす
ることができました。また、課題を踏まえて、令和４年度事業計画に盛り込むことができました。

　継続実施

　強化方針チェックリストによる評価・分析を全職員で実施しました。

進捗状況
【上記項目の評価理由】
職員の共通理解を図りながら評価・分析を事業計画にいかし進行しているため

　継続実施

様式１
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基本目標３　みんなで暮らせるまちづくり

（３） 地域包括ケアのネットワークづくりを推進します

主な取り組み

内 容

主な担当課

【事業内容】

【実績値】

令和４年度
事業予定

※問題点・課題・
今後の対応

※問題点や課題がある場合にはご記入ください。

■順調に進んでいる
□概ね順調に進んでいるが一部に不十分な点や改善すべき点がある
□実施されているが不十分な点が多い
□事業内容や実施方法など見直しが必要
□未実施

⑥各種審議会・協議会等への参加

　様々な審議会や、協議会等への参加及び参画により、関係する団体との情報交換や連携を図っていきま
す。

令和３年度
実施事業

　さまざまな機関からの出席依頼のあった会議に参加しています。

【成果】

　さまざまな関係機関との連携を図り、幅広い情報を得ることと、新たな地域課題を発見することができて
います。

　継続実施

※別紙２参照

進捗状況
【上記項目の評価理由】
さまざまな関係機関との連携の機会となっているため

　継続実施

様式１

39



基本目標３　みんなで暮らせるまちづくり

（３） 地域包括ケアのネットワークづくりを推進します

主な取り組み

内 容

主な担当課

【事業内容】

【実績値】

令和４年度
事業予定

※問題点・課題・
今後の対応

※問題点や課題がある場合にはご記入ください。

□順調に進んでいる
□概ね順調に進んでいるが一部に不十分な点や改善すべき点がある
□実施されているが不十分な点が多い
□事業内容や実施方法など見直しが必要
■未実施

⑦福祉関係団体等との交流

　専門職等による学習会や介護支援専門員の集まりの場を運営し、横の連携を密にして福祉関係情報の共有
を図ります。

令和３年度
実施事業

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、会議や学習会は中止しました。

【成果】

　継続実施

進捗状況
【上記項目の評価理由】

　継続実施

様式１
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基本目標３　みんなで暮らせるまちづくり

（３） 地域包括ケアのネットワークづくりを推進します

主な取り組み

内 容

主な担当課

【事業内容】

【実績値】

令和４年度
事業予定

※問題点・課題・
今後の対応

※問題点や課題がある場合にはご記入ください。

■順調に進んでいる
□概ね順調に進んでいるが一部に不十分な点や改善すべき点がある
□実施されているが不十分な点が多い
□事業内容や実施方法など見直しが必要
□未実施

⑧地域福祉ニーズ調査・研究

　各行政区や自治会等へ出向き、地域アセスメントを実施するほか、各関係機関・団体等の関わりを通じて
地域課題に関する調査・研究を行い、地域福祉の推進にいかしていきます。

令和３年度
実施事業

　地域の行政区長、民生委員、福祉委員等の集まる場に出向き、地域アセスメントを実施することで地域課
題や実情を把握しました。

【成果】

　地域アセスメントを実施することで、地域課題の把握とともに、地域を理解した相談対応や地域包括支援
センターの周知を図ることができました。また、地域の集まりで計画策定のためのヒアリングを行い、地域
の現状を知ることができました。

　継続実施

①地域アセスメント　5か所
②第3次地域福祉計画・地域福祉活動計画策定のためのヒアリング実施　27か所
③第1回久喜市社会福祉法人連携に関する情報交換会の実施　5法人参加（社協を含む）

進捗状況
【上記項目の評価理由】
地域アセスメントの実施により地域課題の把握を行うことができたため

　継続実施

様式１
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基本目標４　サービスを利用しやすい環境づくり

（１） わかりやすく行き届くように情報を提供します

主な取り組み

内 容

主な担当課

【事業内容】

【実績値】

令和４年度
事業予定

※問題点・課題・
今後の対応

※問題点や課題がある場合にはご記入ください。

□順調に進んでいる
□概ね順調に進んでいるが一部に不十分な点や改善すべき点がある
□実施されているが不十分な点が多い
□事業内容や実施方法など見直しが必要
■未実施

①福祉サービスや福祉団体に対する情報の積極的な提供

　専門職等による学習会や介護支援専門員の集いの場において、行政や事業所から発信される情報の周知や
情報交換を行います。これにより、情報の共有化を図り、福祉サービス利用者に対するよりよい支援につな
げていきます。

令和３年度
実施事業

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、学習会は中止しました。

【成果】

　継続実施

進捗状況
【上記項目の評価理由】

　継続実施

様式１
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基本目標４　サービスを利用しやすい環境づくり

（１） わかりやすく行き届くように情報を提供します

主な取り組み

内 容

主な担当課

【事業内容】

【実績値】

令和４年度
事業予定

※問題点・課題・
今後の対応

※問題点や課題がある場合にはご記入ください。

■順調に進んでいる
□概ね順調に進んでいるが一部に不十分な点や改善すべき点がある
□実施されているが不十分な点が多い
□事業内容や実施方法など見直しが必要
□未実施

②市民にわかりやすい福祉情報の提供

　社協事業のＰＲをはじめ、市内の身近な福祉情報をわかりやすい福祉情報として発信できるように努めま
す。また、効果的な情報提供方法について検討します。
（主な情報提供）
　くき社協だより・ホームページ・社協情報配信サービス・各種事業チラシ・ＳＮＳ（ソーシャル・ネット
ワーキング・サービス）＊などの有効活用

令和３年度
実施事業

　社協だよりを発行し、市内全戸に配布しました。また、必要に応じて、事業に関するチラシ、パンフレッ
ト等を発行しました。ホームページ、情報配信サービス、YouTube等を利用し、情報発信を実施しました。

【成果】

　社協だより、ホームページ、チラシ等、様々な媒体での広報活動により、社協及び地域福祉に関する理解
を深めることができました。特にYouTubeでの動画配信内容を拡大し、新たな情報提供を行うことができま
した。

　継続実施　ホームページリニューアル　LINE開設

①社協だより　毎月発行　うちポスティング2回
②情報配信サービス　年間39回配信　登録者数226人
③YouTube“くき社協ちゃんねる”を運営。26本動画配信

進捗状況
【上記項目の評価理由】
YouTubeでの動画配信を拡大し、ホームページの見直しを図ることができたため

　継続実施

様式１
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基本目標４　サービスを利用しやすい環境づくり

（１） わかりやすく行き届くように情報を提供します

主な取り組み

内 容

主な担当課

【事業内容】

【実績値】

令和４年度
事業予定

※問題点・課題・
今後の対応

※問題点や課題がある場合にはご記入ください。

■順調に進んでいる
□概ね順調に進んでいるが一部に不十分な点や改善すべき点がある
□実施されているが不十分な点が多い
□事業内容や実施方法など見直しが必要
□未実施

③社協の出前講座の実施（再掲）

　市民のニーズに合わせ、社協職員が集会所等に出向き、社協事業の説明や技能を活用した講座を実施しま
す。

令和３年度
実施事業

【成果】

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、地域や学校からの依頼は減少していますが、感染対策を行い
ながら内容等を検討しながら実施し、社協や社協事業のPRができました。

　継続実施

　社協の出前講座として、地域や学校からの要望に応じた講義や実技を行いました。

87回実施
内容：健康講座、福祉教育、認知症サポーター養成講座、社協の事業紹介等

進捗状況
【上記項目の評価理由】
依頼に対して感染対策を行いながら実施できたため

　継続実施

様式１
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基本目標４　サービスを利用しやすい環境づくり

（１） わかりやすく行き届くように情報を提供します

主な取り組み

内 容

主な担当課

【事業内容】

【実績値】

令和４年度
事業予定

※問題点・課題・
今後の対応

※問題点や課題がある場合にはご記入ください。

■順調に進んでいる
□概ね順調に進んでいるが一部に不十分な点や改善すべき点がある
□実施されているが不十分な点が多い
□事業内容や実施方法など見直しが必要
□未実施

④関係情報の収集・提供

　福祉サービスや各種制度を周知するため、幅広く情報を収集し、整理した上でわかりやすく提供できるよ
う努めます。

令和３年度
実施事業

　情報配信サービスや社協ホームページ、YouTube等により、住民に役立つ情報をまとめ、情報提供しまし
た。

【成果】

　社協だより、ホームページ、情報配信サービス等により、さまざまな福祉情報や地域情報を提供、紹介す
ることができました。特にYouTubeでは、障がい施設の紹介や社協の各種事業をわかりやすく紹介すること
ができました。

　継続実施

　継続実施

①情報配信サービス　年間39回配信　登録者数226人
②ふれあい・いきいきサロン一覧、登録ボランティア団体情報をホームページに掲載
③YouTube“くき社協ちゃんねる”を運営。26本動画配信
④各種通信の発行、ちらし折込マスクの作成、配布

進捗状況
【上記項目の評価理由】
地域情報等の福祉情報の発信に努めたため

様式１
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基本目標４　サービスを利用しやすい環境づくり

（２） 信頼される相談しやすい体制を整えます

主な取り組み

内 容

主な担当課

【事業内容】

【実績値】

令和４年度
事業予定

※問題点・課題・
今後の対応

※問題点や課題がある場合にはご記入ください。

■順調に進んでいる
□概ね順調に進んでいるが一部に不十分な点や改善すべき点がある
□実施されているが不十分な点が多い
□事業内容や実施方法など見直しが必要
□未実施

①総合相談の実施

　身近な地域で、誰もが相談しやすいような気軽な相談体制の充実に努め、多様化するニーズにも対応でき
るよう関係機関との連携を強化します。

令和３年度
実施事業

　相談者が相談しやすい場所や方法で対応することをめざし、単一の問題だけでなく、生活上のすべてをと
らえる体制での相談に対応し、問題の解決と支援につないでいます。出前相談については、新型コロナウイ
ルス感染症拡大防止のため、中止しました。

【成果】

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため大型店舗での出前相談は休止しましたが、相談者が相談しやす
い手法として福祉なんでも相談電話による、電話やメールなどの多様な相談に対応しました。

　継続実施

①相談件数　延べ9,388件
②福祉なんでも相談　相談件数　115件
③久喜市社協の出前相談
【久喜地区】実施なし
【鷲宮地区】わし宮団地　実施7回　延べ15人

進捗状況
【上記項目の評価理由】
土日・祭日も含めた本所の開所やメール・電話等にて、相談体制が築けていると考えられるため

　継続実施

様式１
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基本目標４　サービスを利用しやすい環境づくり

（２） 信頼される相談しやすい体制を整えます

主な取り組み

内 容

主な担当課

【事業内容】

【実績値】

令和４年度
事業予定

※問題点・課題・
今後の対応

※問題点や課題がある場合にはご記入ください。

■順調に進んでいる
□概ね順調に進んでいるが一部に不十分な点や改善すべき点がある
□実施されているが不十分な点が多い
□事業内容や実施方法など見直しが必要
□未実施

②福祉なんでも相談の実施

　福祉全般の相談に社会福祉士等の専門職が対応する電話相談窓口を設置します。相談の内容によっては訪
問し、市や関係機関と連携し、継続的に対応するなど問題の解決に努めます。

令和３年度
実施事業

 「福祉なんでも相談」として電話相談窓口を広く周知し、相談を適切な制度、関係機関へつなげられるよ
う日頃から情報収集、関係づくりを進めました。

【成果】

　相談の内容に応じて適切と思われる窓口へつなぎ、解決へ向け、連携して支援を行うことができました。

　継続実施

相談件数115件　(専用電話87件　メール28件)　 　・

進捗状況
【上記項目の評価理由】
メールや電話での相談が増加し、柔軟な相談対応ができているため

　継続実施

様式１
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基本目標４　サービスを利用しやすい環境づくり

（２） 信頼される相談しやすい体制を整えます

主な取り組み

内 容

主な担当課

【事業内容】

【実績値】

令和４年度
事業予定

※問題点・課題・
今後の対応

※問題点や課題がある場合にはご記入ください。

■順調に進んでいる
□概ね順調に進んでいるが一部に不十分な点や改善すべき点がある
□実施されているが不十分な点が多い
□事業内容や実施方法など見直しが必要
□未実施

③相談援助技術の向上

　職員のコミュニティソーシャルワーク技術の向上や相談援助技術の向上を図るための内部研修を充実しま
す。また、外部研修にも積極的に参加し、自己研鑽、スキルアップを図ります。

令和３年度
実施事業

　職員を対象とした内部研修を計画的に実施したほか、外部研修への参加も積極的に行いました。

【成果】

　職員が確実に職務を遂行するために求められる基本的事項や、久喜市社協の信頼回復についての研修を実
施しました。また、総合相談体制に必要な相談援助技術の向上を図るため、相談研修やケースカンファレン
スを行うことで、係を超えて検討し、職員の相談援助技術の向上につながっています。

　継続実施

①職員研修（内部研修）6項目実施
個人情報保護の取扱い研修、事業計画・予算、共同募金について、虐待防止研修、法令遵守及び個人情報保
護に関する研修、相談研修
②ケースカンファレンス　5回実施
③外部研修参加

進捗状況
【上記項目の評価理由】
内部研修の実施、外部研修への参加ができているため

　継続実施

様式１
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基本目標４　サービスを利用しやすい環境づくり

（２） 信頼される相談しやすい体制を整えます

主な取り組み

内 容

主な担当課

【事業内容】

【実績値】

令和４年度
事業予定

※問題点・課題・
今後の対応

※問題点や課題がある場合にはご記入ください。

■順調に進んでいる
□概ね順調に進んでいるが一部に不十分な点や改善すべき点がある
□実施されているが不十分な点が多い
□事業内容や実施方法など見直しが必要
□未実施

④福祉サービスを支える人材の確保・育成

　新たに資格取得を目指す学生や専門職等の現場実習を受け入れ、福祉サービスに従事する人材の育成を図
ります。

令和３年度
実施事業

　社会福祉士養成校（大学）から実習生を受入れました。

【成果】

　実習生を受入れることで職員が自分の業務を見直し、改善を図ることができました。また、後継者の育成
につながることで専門職としての職責を果たすことができました。

　継続実施

　継続実施

実習生受入　大学3校4人
実習指導者　9人

進捗状況
【上記項目の評価理由】
実習生の受入学校数、人数を適正にしたことで順調に進行していると考えられるため

様式１
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基本目標４　サービスを利用しやすい環境づくり

（２） 信頼される相談しやすい体制を整えます

主な取り組み

内 容

主な担当課

【事業内容】

【実績値】

令和４年度
事業予定

※問題点・課題・
今後の対応

※問題点や課題がある場合にはご記入ください。

□順調に進んでいる
□概ね順調に進んでいるが一部に不十分な点や改善すべき点がある
□実施されているが不十分な点が多い
□事業内容や実施方法など見直しが必要
■未実施

⑤出前相談の拡充

　買い物のついでに相談できるなど、気軽に相談できる窓口を地域に設けます。

令和３年度
実施事業

大型店舗や人の集まる場にて相談できる窓口を設けます。

【成果】

　継続実施

鷲宮地区　計5回　相談者数15人
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、大型店舗による出前相談は休止しました。

進捗状況
【上記項目の評価理由】
大型店舗による出前相談を中止しているため

　継続実施

様式１
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基本目標４　サービスを利用しやすい環境づくり

（２） 信頼される相談しやすい体制を整えます

主な取り組み

内 容

主な担当課

【事業内容】

【実績値】

令和４年度
事業予定

※問題点・課題・
今後の対応

※問題点や課題がある場合にはご記入ください。

■順調に進んでいる
□概ね順調に進んでいるが一部に不十分な点や改善すべき点がある
□実施されているが不十分な点が多い
□事業内容や実施方法など見直しが必要
□未実施

⑥専門職との連携会議の開催

　必要に応じて、様々な関係機関や専門職と連携を図り、具体的な解決につなげたり情報を共有できるため
の機会をつくります。

令和３年度
実施事業

　生活困窮者自立相談支援事業支援調整会議を開催しました。また、個別課題の解決へ向けたケース会議を
随時、開催しました。

【成果】

　事業に関連する情報や対応事例を共有することで、支援の幅が広がりました。また、地域課題の共有や新
たな課題の発見につなげることができました。

　継続実施

①生活困窮者自立相談支援事業支援調整会議　12回
②彩の国あんしんセーフティネット担当者会議　1回
③ヤングケアラーに関する情報交換会　2回

進捗状況
【上記項目の評価理由】
定期的な会議開催ができているため

　継続実施

様式１
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基本目標４　サービスを利用しやすい環境づくり

（３） 権利擁護体制を充実します

主な取り組み

内 容

主な担当課

【事業内容】

【実績値】

令和４年度
事業予定

※問題点・課題・
今後の対応

※問題点や課題がある場合にはご記入ください。

■順調に進んでいる
□概ね順調に進んでいるが一部に不十分な点や改善すべき点がある
□実施されているが不十分な点が多い
□事業内容や実施方法など見直しが必要
□未実施

①市民後見人養成講座の実施及び法人後見業務の運営

　市民後見人養成講座を実施し、修了者の活動の場を広げます。また、法人後見業務に取り組みます。

令和３年度
実施事業

　市民後見人養成講座（実践編・フォローアップ講座）を開催しました。

【成果】

　市民後見人養成講座を開催し、制度の周知を行い、理解者を増やすことができました。また、法人後見の
受任が進むとともに終了ケースも出ています。

　継続実施

①市民後見人養成講座（実践編）8/30～10/20 全6回 修了者8人
②市民後見人養成講座（フォローアップ講座）
2/25　参加者11人、2/28　参加者10人
③法人後見受任件数　4件（後見類型3件　保佐類型1件）

進捗状況
【上記項目の評価理由】
計画的に講座の開催を実施しているため

　継続実施

様式１
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基本目標４　サービスを利用しやすい環境づくり

（３） 権利擁護体制を充実します

主な取り組み

内 容

主な担当課

【事業内容】

【実績値】

令和４年度
事業予定

※問題点・課題・
今後の対応

※問題点や課題がある場合にはご記入ください。

■順調に進んでいる
□概ね順調に進んでいるが一部に不十分な点や改善すべき点がある
□実施されているが不十分な点が多い
□事業内容や実施方法など見直しが必要
□未実施

②福祉サービス利用援助事業の実施

　一人で判断することに不安のある方であっても安心して生活が送れるように、定期的に訪問し、福祉サー
ビスの利用手続きや暮らしに必要な金銭管理等を行います。さらに、関係機関や市との連携を図り、その方
の権利を守れるように支援します。

令和３年度
実施事業

　知的障がい・精神障がい・認知症等により、判断能力が不十分な方が地域で安心して生活できるように福
祉サービスの利用手続きや、日常生活上の助言、金銭管理、書類預かり等の支援を実施しました。また関係
機関と連携を図りながら、利用者の支援を行うことができました。

【成果】

　初回相談の問い合わせから、関係機関とともに訪問し、利用者の生活に必要な手続きや金銭管理など関係
機関と協議を重ね、対応方法や役割を検討し支援することができました。利用者の判断能力等について関係
機関と協議し、契約終了者のうち1人を法人後見受任へつなげることができました。

　継続実施

　利用者　20人（新規契約者1人、契約終了者2人）　相談件数　延べ283件

進捗状況
【上記項目の評価理由】
関係機関と連携し適切な相談支援を実施していると考えられるため

　継続実施

様式１
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基本目標４　サービスを利用しやすい環境づくり

（３） 権利擁護体制を充実します

主な取り組み

内 容

主な担当課

【事業内容】

【実績値】

令和４年度
事業予定

※問題点・課題・
今後の対応

※問題点や課題がある場合にはご記入ください。

■順調に進んでいる
□概ね順調に進んでいるが一部に不十分な点や改善すべき点がある
□実施されているが不十分な点が多い
□事業内容や実施方法など見直しが必要
□未実施

③権利擁護に関する広報活動の充実

　権利擁護に関する制度や仕組みについて、わかりやすい広報活動を行うとともに、必要な方に対して、適
切に制度を利用できるように支援します。

令和３年度
実施事業

ホームページやチラシで権利擁護に関する周知を図りました。また民生・児童委員や介護支援専門員、医
療ソーシャルワーカー、地域包括支援センター職員、相談者等へ随時事業説明を実施しました。

【成果】

　市民後見人養成講座の開催や、制度の周知を行い、権利擁護に関する理解者を増やすことができました。

　継続実施

進捗状況
【上記項目の評価理由】
関係機関への広報活動を行うことができたと考えられるため

市民後見人養成講座実践編、フォローアップ講座での周知

　継続実施

様式１
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基本目標４　サービスを利用しやすい環境づくり

（３） 権利擁護体制を充実します

主な取り組み

内 容

主な担当課

【事業内容】

【実績値】

令和４年度
事業予定

※問題点・課題・
今後の対応

※問題点や課題がある場合にはご記入ください。

■順調に進んでいる
□概ね順調に進んでいるが一部に不十分な点や改善すべき点がある
□実施されているが不十分な点が多い
□事業内容や実施方法など見直しが必要
□未実施

④福祉サービスに対する苦情・相談の窓口設置

　福祉サービスを利用する方の権利を擁護し、利用者がサービスを適切に利用することができるように苦情
解決の仕組みを整備するとともに、苦情の発生を未然に防ぐための対策を行っていきます。

令和３年度
実施事業

　法人に苦情解決責任者、苦情受付担当者及び第三者委員を置き、苦情解決の仕組みを整えました。

【成果】

　業務において受け付けた苦情については速やかに対応、解決を図っています。苦情解決第三者委員会にて
報告したほか、内容を共有し、再発の防止に努めることができました。

　継続実施

　苦情解決第三者委員会　6/30　開催

進捗状況
【上記項目の評価理由】
苦情に対しての窓口を設置し、掲示するとともに迅速な対応ができていると考えられるため

　継続実施

様式１
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基本目標４　サービスを利用しやすい環境づくり

（３） 権利擁護体制を充実します

主な取り組み

内 容

主な担当課

【事業内容】

【実績値】

令和４年度
事業予定

※問題点・課題・
今後の対応

※問題点や課題がある場合にはご記入ください。

■順調に進んでいる
□概ね順調に進んでいるが一部に不十分な点や改善すべき点がある
□実施されているが不十分な点が多い
□事業内容や実施方法など見直しが必要
□未実施

⑤虐待防止及び養護者支援

　児童・障がい者・高齢者虐待をはじめ、複雑かつ困難な生活状況におかれている方の権利を守り、福祉
サービス事業所や民生委員・児童委員などの地域福祉関係者や、市と連携を図りながら迅速に対応します。
また、養護者に対する支援を行います。

令和３年度
実施事業

　毎年、全職員を対象に虐待防止研修を実施し正しい理解を促すとともに、相談、支援にあたっては対象者
の尊厳の保持を第一とすることを徹底しました。虐待につながる恐れのある事案に関しては関係機関と連携
し、注意深く見守りを行いました。

【成果】

　虐待の恐れのある事案については、迅速に市担当課等へ連絡し、連携を図りながら個別に対応することが
できました。

　継続実施

職員研修　虐待防止研修　1/28、2/3

進捗状況
【上記項目の評価理由】
内部研修を実施することで研鑽を深めるとともに適宜個別のケースに迅速に対応していると考えられるため

　継続実施

様式１
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No 講　座　名 日　程 開催回数 参加者数・修了者数 備　 　考

1 介護予防教室サポーター養成講座 動画配信 動画配信4本

2 音訳ボランティア養成講座 9/13～12/20 全10回 20人中16人 会場：久喜地区

3 手話奉仕員養成講座（入門編） 6/2～12/15 全21回 19人中17人 会場：久喜地区

4 手話奉仕員養成講座（基礎編） 5/21～1/28 全25回 15人中14人 会場：久喜地区（夜間）

5 手話通訳者養成講座（手話通訳Ⅰ） 5/14～2/25 全35回 7人中5人 会場：久喜地区

6 点訳ボランティア養成講座 6/1～10/27 全16回 5人中5人 会場：久喜地区

7 彩の国ボランティア体験プログラム事業 7月～8月 7メニュー 106人 高校生以上を対象

8 ガイドヘルプボランティア養成講座 6/4～6/18 全3回 6人中6人 会場：久喜地区

9
共生支援事業（障がいについて学ぶ学
習会）

5/12～6/4 動画配信3本
　61回・延162回・15

回

10 はじめてのボランティア講座 10/26
1回

自宅作成・動画配信
15人
4人

会場：栗橋地区

11 傾聴ボランティア養成講座 11/19　・　11/26 全2回
18人
16人

会場：菖蒲地区

別表１　基本目標１（2）－②　ボランティア養成講座の開催　(令和３年度）
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別表２　基本目標3（3）－⑥　各種審議会・協議会等への参加　

No 内 容

1 職員が委員等に委嘱されているもの

・埼玉県ボランティア・市民活動センター運営委員会
・日常生活自立支援事業金銭管理のポイント集意見交換会
・久喜市要保護児童対策地域協議会代表者会議、実務者会議
・久喜市空家等対策協議会
・久喜市自立支援協議会
・久喜市健康増進・食育推進会議
・久喜市健康福祉推進委員会
・久喜市中核機関設立準備会
・久喜市観光協会社員総会
・久喜市民まつり臨時理事会
・久喜市民まつり常任理事会・理事会
・久喜市民生委員推薦会
・久喜市在宅医療・介護連携推進会議
・市町村社協連絡会
・久喜市障がい者施策推進協議会
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